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ょ
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と
寄
り
道
し
ま
せ
ん
か
？
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　日本のみならず、アジアやヨ
ーロッパでもその名前が通用す
る「柿」。川越で多く栽培されて
いる「富

ふ

有
ゆう

柿
がき

」は、明治時代に
「この柿を作れば農家に富が有
る」ということから命名された
とか。市内で富有柿を栽培する
内
うち

田
だ

朔
さく

さん（69才・鹿
しし

飼
かい

）は「せ
んていはしますが、無農薬です。

虫や鳥にも食べさせ、きれいに
残った柿を直売所に出荷してい
ます」。樹齢30年の柿の木1本
で約800個・200kg も収穫で
きるそうです。川越の柿は直売
所だけでなく、市場にも出荷さ
れています。ミカンの約2倍あ
るビタミンＣ、ピーマンとほぼ
同量のカロテンなど、栄養豊富
な旬の柿を食べてみませんか。
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農政課L224－5939

　

小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問　

毎
年
12
月
3
日
に「
酉
の
市
」
が
開
催
さ
れ
る
の
は
？

　

①
喜
多
院　

②
成
田
山
別
院　

③
川
越
熊
野
神
社　

④
蓮
馨
寺

　

川
越
ま
つ
り
ま
で
あ

と
一
週
間
。
良
い
天
気

に
誘
わ
れ
て
川
越
熊
野

神
社
へ
。
境
内
に
あ
る

「
足
踏
み
健
康
ロ
ー
ド
」

は
地
元
の
皆
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
観
光
客
に
も
人
気
で
す
。
平
成
19
年
に
は
川
越

銭ぜ
に

洗
あ
ら
い

弁べ
ん

戝ざ
い

天て
ん

が
再
興
さ
れ
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
縁

日
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
12
月
3
日
は
市
内

で
唯
一
の
「
酉と

り

の
市
」
が
開
催
さ
れ
、
夕
方
か
ら
威
勢
の

良
い
掛
け
声
と
手
締
め
の
音
が
響
き
ま
す
。

　

川
越
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
あ
る
日
の
夜
、
大
正
浪ろ

ま
ん漫

夢

通
り
を
歩
い
て
い
る

と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
囃
子
の
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
音
に
誘

わ
れ
る
よ
う
に
境
内
へ

入
る
と
、
囃
子
の
練
習

中
。「
毎
週
金
曜
の
夜

は
練
習
し
て
い
る
よ
」

と
皆
さ
ん
。
た
ゆ
ま
ぬ

練
習
が
、
川
越
ま
つ
り

の
華
や
か
さ
を
支
え
て

い
ま
す
。

答
え
③
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編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

花
に
関
す
る
情
報
を
二
つ
市

民
の
方
か
ら
い
た
だ
き
、

10
月
17
日
に
現
地
へ
。
一
つ
は
返

り
咲
き
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
。
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
柿
と
の
共
演
で

す
。
も
う
一
つ
は
田
ん
ぼ
二
反
分

の
コ
ス
モ
ス
。
一
面
に
広
が
る
鮮

や
か
な
色
に
思
わ
ず
足
が
止
ま
り

ま
し
た
。
深
ま
る
秋
を
さ
ま
ざ
ま

な
色
が
演
出
し
て
い
ま
す
。

この印刷物は、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

種に当たらない切り方

　表面の4つの溝に合わせて
包丁を入れると種を切ること
が少なく、むきやすくなりま
す。また、ヘタの部分は甘味
が薄いので、大きめにカット。


